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ふ
る
さ
と
の
和
泉
の
山
を
き
は
や
か
に

浮
け
し
海
よ
り
朝
風
ぞ
吹
く 

掲
出
歌
集
　�『
火
の
鳥
』
大
正
８
（
１
９
１
９
） 

年
８
月

初
　
　
出
　「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
６
年 

６
月
18
日
、
題
は

「
山
雨
餘
滴
」（
晶
子
39
歳
）

 
　
和
泉
の
山
々
の
な
だ
ら
か
な
稜
線
が
朝
の
澄
み
渡
っ
た
空
に
く
っ
き
り

と
見
え
て
い
ま
す
。 

海
か
ら
吹
い
て
く
る
今
朝
の
風
は
、 

な
ん
と
心
地
よ

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

  
歌
　
　
意 

2
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晶
子
と
鉄
幹
（
寛
）
が
出
会
っ
た
ゆ
か
り
の
地
に
ぜ

ひ
歌
碑
を
建
て
た
い
と
の
思
い
で
建
立
さ
れ
た
、「
与

謝
野
晶
子
の
会
」
に
よ
る
最
初
の
歌
碑
で
あ
る
。

　
明
治
33
（
１
９
０
0
）
年
８
月
３
日
鉄
幹
は
新
詩
社

支
部
拡
張
と
強
化
、
宣
伝
の
た
め
来
阪
し
、
北
浜
の
平

井
旅
館
に
泊
っ
た
。
４
日
、晶
子
と
山
川
登
美
子
は
別
々

に
鉄
幹
と
初
対
面
し
、
５
日
、
大
阪
で
の
講
演
に
も
二

人
は
出
席
し
た
。
６
日
、
鉄
幹
、
晶
子
、
登
美
子
を
含

め
て
八
人
が
堺
の
浜
寺
の
寿
命
館
で
歌
会
を
催
す
。
８

日
、
鉄
幹
の
宿
で
歌
会
。
い
ず
れ
も
晶
子
と
登
美
子
出

席
。
９
日
、
住
之
江
で
同
人
ら
と
遊
び
、
15
日
、
晶
子
、

登
美
子
ら
と
高
師
の
浜
で
再
会
し
た
。

　
碑
の
デ
ザ
イ
ン
は
寿
命
館
歌
会
で
の
晶
子
の
歌
「
わ

が
恋
を
み
ち
び
く
ほ
し
と
ゆ
び
さ
し
て
君
さ
ゝ
や
き
し

浜
寺
の
夕
」
の
「
ゆ
び
さ
し
て
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
あ
る
。

※
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
に
移
転
し
た
現
場
所
は
、

か
つ
て
歌
会
が
開
か
れ
た
寿
命
館
に
近
い
。
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